
感染状況に応じた４陣の備え

・無症状、軽症者を対象に、医師による健康観察、医療の提供

①全員入院

・病状が安定している入院患者は、一定期間経過後に病院から宿泊療養施設へ

②宿泊療養施設（出口利用）

・病床の状況に応じて、重症化リスクの低い方を中心に

③宿泊療養施設（入口利用）

④自宅療養

・患者の健康を第一に考えた基本原則

＋

＋

＋ ※宿泊療養施設の増強

※自宅療養に係る保健医療の強化
（県医師会と協定締結）


